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緒 言

輓 近 歐 米 ニ テ ハAdrenaldn-系 物 質 ニ シ テ

Ephedrin, Sympatol等 ト相 似 タ ル構 造 式 ヲ有 ス

ルBenzedrin, Peruitin等 ノ物 質 ガ合 成 セ ラ レ,

之等 ハBarger, Dale1)ノ 所 謂Sympathomimetic

Compoundニ 屬 スル モ,中 樞 神經 ニ 對 シ テ 特 異

ナル興 奮 作 用 ヲ有 スル ガ 故 ニ 「覺 醒 ア ミ ン」We-

ckamineト 呼 バ レ,醫 界 ノ興 味 ノ中 心 トナ リ,臨

牀 上 汎 ク應 用 セ ラ レツ ツ ア リ.最 近 之等 ノ邦 製 品

ガ我 ガ治 療 界 ニ モ登 場 シ注 目 サ ル ル ニ 至 レ リ.

Zedrin(武 田)及 ビSandorman(同 仁 製 藥)ハ

Benzedrinト 同 一 物 質 ニシ テ,Philopon(大 日本

製藥)ハPervitinト 同 一 ナル邦 製 品 ナ リ.茲 ニ注

意 スベ キ ハ コノPhiloponハ 夙 ニ吾 國 ニ於 テ合 成

發 表 セ ラ レ タルM 33 Nナ ル物 質 ト同 一 ニ シ テ麻

黄 ヨ リEphedrinヲ 發見 セ シ故 長 井長 義 博 士 ガ明

治21年 頃 麻 黄研 究 物 質第33號 即 チM 33 N (Mハ

三 浦 謹 之 助博 士,Nハ 長 井 長 義博 士 ノ頭 文 字)ト

シ テ製 出 シ,既 ニ明 治26年 ニ發 表 セ ル モ ノナ リ.

Benzedrinハ1928年Miler & Piness2)ニ ヨ リ

「鼻 カ タル」ノ治療 ニ使 用 セ ラ レ
,其 ノ性 状反 應 等

ニ就 テハ 伊藤3)ノ 詳 細 ナ ル報 告 ア リ.又Pervitin

(Philopon)ニ 就 テ モBenzedrinト 同樣 ナ ル藥 理

的 作 用 ヲ有 スル 事 ガHauschied4), Flugel5)等 ニ

ヨ リ認 メラ レ,同 時 ニ臨牀 的 ニ應 用 セ ラル ル ニ至

レ リ.

之 等 藥 物 ノ性 状 ニ 關 シ テ ハ,佐 藤6)ニ 據 レバ

Philoponハ 無 色 板 状 ノ結 晶 ニシ テ,融 點 ハ172.5℃

約等 量 ノ水 ニ溶 解 スル ニ對 シ,Zedrinハ 白 色

粉 末 融點:34℃,12分 ノ水,3分 ノ熱 湯 ニ溶 解 シ兩

劑 トモ 同樣 ニ苦 味 ヲ有 シ,Alkoholニ 溶 解 ス レ ド

モ他 ノ有機 溶 媒 ニハ 不 溶 性 ニ シ テ 鹽 基 ハ 特 異 ノ

「ア ミ ン性 」ノ臭 氣 ヲ有 ス ト述 ベ タ リ.之 等 藥 物 ヲ

化學 的 構 造 ヨ リ觀 レバ,何 レモAdrenalin又 ハ

Ephedrinニ 近 似 シ,Pervitin (Philopon)ハ

β-Phenylisopropyl methylamin又 ハ1-Phenyl-

2-Methylamin-Propanノ 鹽 酸 鹽 ニ シ テ,Benze-

drin (Sandorman)ハ β-Phenylisopropylamin

又 ハ1-Phenyl-2-Amino-Propanノ 硫 酸 鹽 ナ リ.

即 チ 前 者 ハEphedrinノ 側 鎖 ニ於 ケ ル 唯 一 ノ 水 酸

基 ヲ缺 如 シ タ ル モ ノ ニ テ,後 者 ハ 前 者 ノMethyl

基1箇 ヲ缺 如 シ タ モ ノ ナ リ.
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種 々ノ「ア ドレナ リン系 物 質」ハ相 似 タル藥 理 的

作 用 ヲ有 スル モ,其 ノ構 造 ノ 異 ル ニ 從 ヒ又 多 少

其 ノ作 用 ヲ 異 ニセ リ.ヨ ノ點 ニ 關 シテ ハ1910年

Barger & Dale1)以 來K.K. Chen, C.K. Wu &

E. Henriksen2), Hartung3)等 多數 ノ研 究 家 ニ ヨ

リ詳 細 研 究 セ ラ レ タ リ,即 チ 其 ノ 化 學 構 造 式 中

a) Benzol核 ノ水 酸 基 數,b) 側 鎖 ニ於 ケル 水

酸 基 ノ有 無,c) 側 鎖 炭 素 數 ノ多 少,d) 側 鎖

ニ オ ケル 「ア ミノ基 」ノ有 無 竝 ニ位 置等 ニ因 リ其 ノ

化 學 的構 造 ト生 理 的 作 用 トノ間 ニハ或 一定 ノ 關係

有 ル モ ノ ト 稱 セ リ.即 チ芳 香 性Amin誘 導 體 中

Benzolニ 水 酸 基(OH)2箇 ヲ有 スル モ ノハ 「ア ド

レナ リ ン」ト其 ノ藥 理 的 作 用 ヲ殆 ド等 シ ク スル モ,

水 酸 基 ハ減 少 ニ從 ヒ,交 感神 經 末 梢 刺 戟 作 用 減 弱

シ中 樞 性 興奮 作 用 漸次 著 明 トナ リ,奏 效 時 間 モ延

長 シ テ經 口的 投與 ニ ヨル モ作 用 出現 シ,且 其 ノ毒

性 増 加 スル ヲ認 メ タ リ.即 チAdrenalinヨ リSym-

patol, Ephedrinニ 至 レバ次 第 ニ中樞 性 興 奮 作 用

ヲ有 スル ニ至 ル ト.又 側鎖 中 ニ於 ケル水 酸 基 モ 同

樣 ノ關 係 ヲ有 シ,Pervitin (Philopon), Benze-

drin (Sandorman)ノ 如 ク側鎖 中 ニ水 酸 基 ヲ有 セ

ザ ル モ ノハEphedrinヨ リモ更 ニAdrenslin樣

作 用 ヲ失 ヒ,寧 ロ中樞 刺 戟 ヲ其 ノ主 作 用 トスル ニ

至 ル ト謂 フ.又 側鎖 中 ニ於 ケ ル炭 素 數 ノ増 加 ニ從

ヒAdrenalin樣 作 用 減 少 シ炭 素 原 子4箇 ヲ有 ス

ル モ ノハ 中樞 性 刺 戟 作 用 ト共 ニ毒 性 強 大 トナ リ,

血 壓 上昇 作 用 ハ 全 ク消 失 シテ寧 ロ下 降 作 用 出 現 ス

ル ニ至 ル ト.次 ニBenzedrinニ 關 スル 主文 獻 ニ

據 レバ,其 ノ 生理 的作 用 ハ 構 造式 ト共 ニEphe-

drin及 ビAdrenalinニ 甚 ダ酷 似 シ,大 體 交 感 神

經 刺 戟 性 ニ働 キ,血 壓 上 昇,脈 摶 數増 加,瞳 孔 散

大,氣 管 枝 腔 擴 張,其 ノ他 尿 量 減 少 ヲ惹 起 シ,赤

血 球 及 ビ白 血 球 増 加 モ現 レ,連 用 ス レバ體 重 減 少

ヲ見 ル ト稱 セ ラル.又Hauechild7)ハ 麻 醉 劑 トノ

拮 抗 作 用 ヲ認 メ,又 呼 吸 ニ就 テハ 「モ ル ヒ ネ」トノ

拮 抗 性 ヲ認 メタ リ.

Benzedrinsulfatノ 腸 管 ニ對 スル作 用 ハ,Farah

u. Pinkston8), Petrick, Millikan, Modern.

Thienes9)等 ニ ヨ リ 詳細 報 告 セ ラ レタ リ.Farah

u. Pinkstonハ 犬 ノ腸 管 ニ於 ケルBenzedrinノ

作 用 ヲ檢 討 シ,生 體,摘 出共 ニ腸 管 ノ緊 張 下降,

蠕 動 運 動 ニ於 ケ ル振 幅 ノ減 少 ヲ來 シ,結 腸 ハ 小 腸

ヨ リモ 該藥 物 ニ鋭 敏 ナ リ ト稱 セ リ.Detrick, Mil-

likan, Modern及 ビThienes9)ハ 猫 摘 出腸 ニ於 テ

10-5ヨ リ以 下 ノ濃 度 ニテ ハ 抑制 作 用 ヲ呈 シ,10-4

ヨ リ以 上 ノ濃 度 ニ テハ収 縮 ヲ惹 起 スル モ,猫 ノ囘

腸 及 ビ十 二 指 腸 ニ於 テハ収 縮 前 一 過 性 ノ抑 制作 用

ヲ呈 シ,該 抑製 作 用 ハAtropinニ ヨ リ多 少拮 抗 サ

レ,Nicotinニ ヨ リ 減 弱 サ ル ル モ,収 縮 作用 ハ

Atropinニ ヨ リ變 化 ナ ク,Nicotinニ ヨ リ抑 制 サ

ルル ト稱 セ リ.又 上 記諸 氏 ハ家 兎 摘 出小 腸 ニ於 ケ

ル實 驗 ニ於 テBenzedrinハ10-5以 下 ノ濃 度 ニ テ

ハ何 等 作 用 ヲ及 ボ サ ザ ル モ10-4以 上 ニ 及 ベバ収

縮 作 用 ヲ現 ジ,該 収 縮 作 用 ハAtropin及 ビNicotin

ニ ヨ リ毫 モ影 響 サ ル シ事 ナ シ ト述 ベ シ ノ ミニ テ,

何 等 其 ノ作 用 機轉 ニ觸 ル ル事 ナ シ.

斯 ノ如 ク先 人 ノ文獻 ハ眞 ニ隔 靴 掻痒 ノ感 アル ヲ

以 テ,余 等 ハPhilopon及 ビSandormanノ 生理

的 作 用 ヲ詳 細 ニ比 較 研 究 ヲ企 テ,先 ツ腸 管 ニ及 ボ

ス影 響 ヲ檢 討 且比 較 セル ヲ以 テ,茲 ニ其 ノ成績 ヲ

報告 セ ン トス.

實驗材料及ビ實驗方法

實 驗 動 物 ハ家 兎 ヲ使 用 シ,摘 出腸 管 ニ於 ケル實

驗 ハ總 テ放 血 致 死 セ シ メ タ ル 家 兎 小 腸 ニ 就 キ,

Magnus氏 法 ニ準 據 シ テ行 ヘ リ.生 體 家 兎 小腸 ニ

於 ケ ル實 驗 ニ際 シ テヘ 動 物 ヲ實 驗 臺 上 ニ横 位 ニ

固定 シ タル 後 腹 壁 ヲ切 開 シ,小 腸 ヲ約15-20cm

引 出 シ,之 ヲ38℃ 内外 ニ温 メタ ルRinger-Locke

液 槽 中 ニ懸垂 シ,一 端 ヲ固定 シ他 端 ヲ槓杆 ニ連 結
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シ テ其 ノ運 動 ヲKymographion上 ニ描 畫 セ シ メ

タ リ.

藥 物 ハ 同 仁 製 藥 ノSandorman (Benzedrinsu-

lfat. β-Phenylisopropylamin又 ハ1-Phenyl-2-

Amino-Propan)及 ビ大 日 本 製 藥 ノPhilopon

(Pervitin, Phenylisopropylmethylamin又 ハ

1-Phenyl-2-Methylamino-Propan)溶 液 ヲ用 ヒ,

摘 出腸 管 ニ テ記載 セ ル濃 度 ハ摘 出臟 器 ヲ浸 漬 セ ル

Ringer-Locke液 ニ對 ス ル 百分 率 ニ換 算 セル モ ノ

ニ シ テ,又 生 體 家 兎 ニテ ハ藥 物 ハ耳 殼 靜 脈 内 ニ注

射 シ,其 ノ記 載 セ ル藥 物 量 ハ體 重1kgニ 對 スル 量

ナ リ.

I. 摘 出 家 兎 小腸 ニ對 スル作 用

1. 單 獨 作 用

Philoponノaa 0.0001%以 下 ノ溶 液 ヲ作 用 セ シ

ム ル ニ,摘 出家兎 小 腸 運 動 ニ特 別 ノ影 響 無 キモ,

0.001%ニ 至 レ バ藥 液 注 加後 僅 ニ興 奮 作 用 ヲ呈 シ,

緊 張 上 昇,振 幅 ノ 増 大 ヲ 認 メ,其 ノ状 態 ハ2-3

分 持 續 シ,舊 状 ニ復 ス(第1圖a).

第1圖

摘 出家兎腸管 運動(時標 毎分)

藥 液 ノ濃 度 ヲ 高 メ0.01%ヲ 作 用 セ シ ムル ニ 藥

液注 加 後 腸 管 運 動 ハ 漸次 抑 制 サ レ,第3圖aニ 示

ス如 タ蠕 動 運 動 不 規 則 トナ リ,其 ノ振 幅 ト緊張 共

ニ減 弱 スル ニ至 ル .更 ニ大 量0.05%ニ 至 ル モ腸 管

ノ運 動 ハ 靜 止 ニ至 ル事 ナ シ.尚 ホ家 兎 腸 管 ニ於 テ

ハ,十 二指 腸,囘 腸,結 腸 各部 ニ テ該藥 物 ニ對 ス

ル鋭敏度ハ格別 ノ差異 アル ヲ認 メズ.

次 ニSandormanニ 於 テハ0.0001%以 下 ニ於

テハ 特 別 ノ 作 用 ヲ呈 セ ズ,0.001%ニ 至 リテ 始 メ

テ僅 ノ緊 張 上昇 或 ハ振 幅 ノ増 大 ヲ來 スモ,其 ノ持

續 時 間 ハ 前 物 質 ノ場 合 ヨ リモ多 少 短 キ モ ノ ノ如 シ

(第1圖b),更 ニ増 量 シ テ0.01%ニ 至 レバ 尚 ホ著

明 ナ ル興 奮 作 用 ヲ呈 スル 事 多 キ モ,0.02%以 上 ノ

濃 度 ニ至 レバ 却 テ多 少抑 制 的 ニ作 用 ス.然 レ ドモ

前 物 質 ニ比 シ該 抑 制 作 用 弱 キモ ノ ノ如 シ.而 シ テ

Sandormanニ 於 テモ,家 兎 腸 管 各部 ニ於 ケ ル最

小 有效 量 及 ビ作 用状 態 ニ何 等 差 異 ヲ認 ムル 能 ハ ズ.

即 チPhilopon及 ビSandormanハ 摘 出家 兎 小

腸 ニ對 シ略 ボ 同樣 少 量 ニ テハ 一般 ニ興 奮 的 ニ作 用

シ,緊 張 上 昇 或 ハ 振 幅 ノ増 大 ヲ惹 起 スル モ,前 者

ノ方 後 者 ヨ リ持 續 時 間 長 シ.又 大 量 ニ於 テモ 同樣

ニ腸 管 運 動 ヲ抑 制 スル モ,前 者 ハ 後 者 ニ比 シ抑 制

作 用強 力 ナル ガ如 シ.

2. Atropinト ノ 關 係

前 實 驗 ニ於 テ觀 タルPhilopon及 ビSandorman

ノ摘 出家 兎 小腸 ニ對 スル興 奮 作 用 ガ果 シ テ副交 感

神 經 ノ刺戟 ニ因 ル ヤ否 ヤ ヲ檢 討 セ ンガ タ メ,之 等

物 質 トAtropinト ノ關係 ヲ窺 ヒタ リ.即 チAtro-

pinノ 少量(0.0002-0.0003%)ヲ 以 テ前 處 置 シ副

交感神經 ノ末端 ヲ麻痺 セシ メタル後,腸 管 運動 ヲ

亢 進 セ シム ル濃 度 ノ之 等 藥 物 ヲ作 用 セ シ ム ル ニ,

第2圖

摘 出家兎腸管運動
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腸管運動ハ之等單獨適用 ニ於 ケル ト同樣 ノ興奮状

態 ヲ呈 セ リ(第2圖).

由是觀之,之 等物質 ニ ヨル腸 管運動亢 進ハ副交

感 神經 ノ末梢 ノ興奮 ニ因 ラザ ルモノノ如 シ.

3. Pilocarpinト ノ 關 係

之 等藥 物大 量 ニ ヨル腸 管 運 動 抑 制 作 用 ハ 副 交 感

神 經 ノ麻 痺 ニ基 因 スハ ニ非 ザ ル ヤ ヲ確 カ メ ン ガ

爲,之 等 物 質 ノ大 量0.01-0.02%ニ ヨ リ甚 ダ シク

抑 制 作 用 ヲ呈 セ ル 時,副 交感 神 經 ノ末 端 ヲ刺 戟 ス

ルPilocarpin 0.002%ヲ 作 用 セ シ ム ル ニ.Pilo

carpinノ 腸 管興 奮 作 用 ハ 依 然 トシ テ著 明 ニ 現 ハ

ル(第3圖).

第3圖

摘出家兎腸管運動

上述 ノ實 驗 ニ ヨ リPhilopon及 ビSandorman

ノ 大 量 前 處 置 ハ,Pilocarpinノ 作 用 ニ何 等 影 響 ヲ

及 ボ サザ ル ヲ以 テ,之 等2物 質 ノ大 量 ニ ヨル小 腸

抑 制 作 用 ハ 副 交感 神 經 ノ麻 痺 ニ ヨル ニ非 ザ ル事 明

カナ リ.

4. Aconitinト ノ 關 係

横 田10)及 ビ最 近 片 木11)ノ 實 驗 ニ據 レバ,Aconi-

tinハ 摘 出 家兎 腸 管 ニ於 テハ 主 トシ テAuerbach

氏神經節 ヲ刺戟 シ,又 一部 筋 ヲテ刺戟 シテ腸管運

動 ヲ亢進 セシム ト言 フ.余 ハ本物 質 トノ關係 ヲ檢

シテ,本 藥物 ノ大量 ノ麻痺作 用ノ機轉 ヲ明カニセ

ン爲,本 藥物 ノ濃厚液 ニヨリ抑制作 用 ヲ惹起 シタ

ル 後 數 分 ニ シテ,Aconitin 0.0005%ヲ 作 用 セ シ

ムル ニAconitin本 來 ノ 腸 管 運 動 亢 進 ハ 著 シ ク減

弱 セ ラル ル モ尚 ホ 明 カ ニ現 ハ ル.本 實 驗 ニ據 レバ

之 等 藥 物 ハ腸 管 ニ於 ケルAuerbach神 經 節 細 胞 ヲ

或 程 度 迄麻 痺 スル ガ如 キ モ,本 實 驗 ノ ミニ テハ確

實 トハ謂 ヒ難 シ(第4圖).

第4圖

摘出家兎腸管運動

5. Bariumト ノ 關 係

次 ニ之等 物 質 大 量 ニ ヨル 腸 管 運動 抑 制 作 用 ト腸

管 筋 自已 トノ關 係 ヲ檢 討 セ ン爲,Bariumト ノ關係

ヲ窺 ヒタリ.即 チ之 等 物 質 ノ大 量 ニヨリ腸 管 運 動抑 制

サ レ振 幅 ト緊張 共 ニ減 弱 セル時,Barium 0.0005%

ヲ作 用 セ シ ムル ニ,Barium本 來 ノ作 用 ヲ現 ハ サ

ズ.更 ニ濃 度 ヲ0.005%ニ 増 大 スル ニ.或 程 度 ノ

緊 張 上 昇 ヲ呈 スル モ,Barium單 獨 ニ於 ケル對 象

ニ比 シ興奮 作 用 度 ノ著 シ キ減 弱 ヲ認 ム(第5圖).

第5圖

摘出家兎腸管運動
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本 實 驗 ニ據 リ,之 等 物 質 ノ大 量 ニ ヨ ル腸 管 運動

抑 制 作 用 ニ ハ腸 管 筋 ノ麻 痺 ガ少 カ ラズ參 與 セ ル モ

ノ ト考 ヘ ラル.又 上 記 諸 實 驗 ニ ヨ リAuerbach氏

神 經 節 ノ麻 痺 モ 否定 シ難 キ ニ ヨ リ,恐 ラ ク主 トシ

テ筋 ニ一部 ハ 該神 經 節 ノ麻 痺 ニ因 ル モ ノ ナ ラ ン.

以 上 ノ實 驗 成績 ニ據 レバ,Philopon及 ビSan-

dormanノ 少 量 ニ ヨハ 家兎 腸 管興 奮 作 用 ハ主 ニ腸

管筋 ノ刺 戟 ニ因 ル モ ノ ニ シテ,又 之等 物 質大 量 ニ

ヨル腸 管 抑 制 作 用 ハ 主 トシ テ筋 ノ麻 痺 ニ因 ル モ ノ

ナル モ 一部Auerbach氏 神 經 節 ノ麻痺 モ 關與 スル

モ ノ ト思 考 サ ル.Philopon及 ビSandormanニ

ハ末 梢 交感 神 經 刺 戟 作 用 ハ甚 ダ微 弱 ニ シテ摘 出臟

器 ニ於 テハ認 メ難 シ.

II. 生 體 家 兎 腸 管 ニ對 スル 作 用

緒 言 ニ於 テ述 ベ シ 如 クFarah及 ビPinkston8)

ニ據 レバ犬 囘 腸 ニ於 テSandormanハ0 .25-5mg

ニテ緊 張 ノ 減 弱 ヲ 來 シ,犬 ノ結 腸 ニテ ハ0.1-2

mgニ テ緊 張 減 弱,振 幅 ノ減 少 及 ビ一 時 的 ノ靜 止

ヲ來 シ,該 藥 物 ニ對 シ結 腸 ガ一番 鋭 敏 ナ リ ト稱 セ

ルモ,其 ノ作 用 機轉 ニ就 キ テハ殆 ド觸 ルル 所 ナ カ

リキ.家 兎 ニ於 ケル 生體 小 腸 ニ於 ケル實 驗 ハ 余 等

寡 聞 ニ シテ,未 ダ之 有 ル ヲ識 ラ ズ.仍 テ 余等 ハ

Philopon及 ビSandormanノ 生 體家 兎小 腸 ニ及

ボ ス影 響 ヲ詳 細 檢 討 セ リ.

1. 單獨 作 用

Philopon 0.1mgヲ 家 兎 耳殼 靜 脈 内 ニ注射 スル

ニ,小 腸 ノ 自働 運 動 ニハ何 等 變 化 ヲ認 メズ_本 物

質 ヲ増 量 シ テ1mgニ 至 レバ 相 當 顯 著 ニ 興奮 作 用

ヲ認 メ.數 分 後 ニ正常 ニ復 ス(第6圖a).同 一 家

兎 ニ テ小 腸 ノ數 箇 所 ニ於 テ實 驗 ヲ試 ミタ ルモ部 分

的 ニ特 別 ノ差 異 ナ ク 毎常 興 奮 作 用 ヲ呈 ス.更 ニ5

mgニ 至 ル モ 興 奮 作 用一 層 著 明 ニ現 ハ ルル ノ ミ ニ

シ テ,抑 制 作 用 ヲ呈 スル事 ナ シ.10mgニ 増 量 ス

レバ動 物 ハ 不 安状 態 トナ リ痙 攣 樣 發 作 ヲ起 シ,實

驗 ヲ不 能 ニ陷 ラ シ ムル 事 多 ク,Haugchild7)ガ 認

メタ ル ガ如 ク,麻 醉劑 トハ拮 抗 作 用 アル ヲ想 像 セ

シ ム.

第6圖

生體家兎腸管運動

次 ニSandormanヲ 作 用 セ シ ムル ニ,0.1mgニ

テ ハ何 等 認 ムベ キ變 化 ナ ク,0.5mgニ 至 レバ 輕 微

ナル 興 奮 作 用 ヲ,1mgニ 至 レバ 著 明 ナ ル興 奮 作 用

ヲ呈 シ,更 ニ 増 量 シ テ5mgニ 至 ラバ 不 安 状 態 ト

ナ リ.

即チ之等 ノ物質ハ小量 ヨリ大量 ニ至ル迄毎常興

奮 作用 ヲ呈 シ,小 腸 上部 ヨリ下部 ニ至ル廣範圍 ニ

テ實 驗 セ ル ニ,家 兎 ニテ ハ何 等 其 ノ鋭 敏度 ニ於 テ

部 分的 差 異 ヲ認 ムル能 ハ ズ.

2. 兩側頸部迷走紳經 切斷 ノ影響

茲 ニ於 テ余等ハ生體 ニ於 ケル之等物質 ノ腸管運

動亢進作用ガ迷走神經中樞 ノ興奮 ニ因ル ニ非ザル

ヤヲ檢索 セ ン ト欲 シ,兩 側頸部迷走 神經切斷 ガ

Philopon及 ビSandormanノ 腸管運動 ニ 如何ナ

ル影響 ヲ及ボ スヤ ヲ檢討セ リ.

小腸運動略ボ安定 セル時兩側頸部迷走神經 ヲ切

斷 セルニ,多 數例 ニ於 テ腸管運動 ハ直チニ減弱 ヲ

來 ス.此 時之等物質 ノ著明作 用量 タル2-3mgヲ

注 射 スル ニ,依 然 トシ テ腸 管運 動 バ著 明 ニ昂 進 シ,

振 幅ノ 増 大 緊 張 ノ1上昇 ヲ認 ム(第7圖).

由是 觀 之,該 興 奮作 用 ハ 迷走 神 經 中樞 ニ ハ殆 ド

關與 セ ザ ル モ ノ ノ如 シ.

3. Atropinト ノ 關 係

之 等 物 質 ノ生 體 家 兎 腸 管 ニ對 スル興 奮作 用 ト副

交感 神 經 トノ 關係 ヲ一 層 明 カニセ ン爲,Atropin

トノ關係 ヲ追 究 セ リ.即 チAtropin 1mgヲ 家兎
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第7圖

兩側迷走神經切斷家兎小腸運動

耳殼靜脈 内ニ注射 シ,其 ノ運動 ノ著 シク減弱セル

時 之等 物質 ノ著 明作 用量 タル1-2mgヲ 注射 スル

ニ,之 等物質本 來 ノ興奮作 用ハAtropin前 處置

ニヨ リ何等影 響 ヲ蒙 ラズ,腸 管運動 ハ依然 トシテ

著明 ナル興奮作用 ヲ呈 ス(第8圖ab).

第8圖

生體家兎腸管運動

上 述2實 驗 ニ據 レバ,Philopon及 ビSandor-

manノ 生 體 家兎 腸 管 ニ及 ボ ス 興 奮 作 用 ニハ副 交

感 神經 ハ 中樞 性 ニモ末 梢 性 ニ モ關 與 スル事 ナ キ ガ

如 シ.

4. Nicotinト ノ 關 係

之等物 質ノ小腸興奮作用ハ 自律 神經 節細胞 ニ關

係 アルヤ否 ヤヲ檢セ ン爲,耳 靜脈 内 ニ神經節 ヲ麻

痺 セ シム ル量 ノNicotin 3-5mgヲ 極 メテ徐 々 ニ

注射 シ,約10分 ヲ經 テ 之 等 物 質 ノ 著 明作 用 量 ヲ

注 射 スル ニ,Nicotin投 與 ニ ヨ リ何 等 抑 制 サル ル

事 ナク,單 獨時 ト同樣 ノ興奮作用 ヲ呈 ス(第9圖).

第9圖
生體家兎腸管運動

5. 兩側内臟神經 切除ノ影響

緒言 ニテ既 述 セ シ如 クFarah u. Pinkston8)ハ

Benzedrinハ 犬 ノ腸 管 運 動 ヲ抑 制 ス ト稱 シ タ ル

ヲ以 テ,交 感 神經 タル 内臟 神 經 ト如 何 ナ ル 關係 ニ

ア ル ヤ ヲ檢 セ ン トシ テ,兩 側 内臟 神 經 ヲ切除 シ,

之等 物 質 ノ作 用 ニ及 ボ ス影 響 ヲ 窺 ヒ タ リ,即 チ

Schultze12)氏 法 ニ ヨ リ兩 側 内臟 神 經 ヲ横 隔 膜直 下

ニ テ切 除 シ,之 等 物 質 ノ0.5mgヲ 注 射 スル ニ腸 管

運 動 ニ對 シ著 明 ナ ル興 奮 作 用 ヲ呈 シ振 幅 ノ 著 シ キ

増 大 ヲ來 ス(第10圖ab).正 常 家兎 腸 管 ニ テ ハ殆

ド作 用 ヲ呈 セザ ル 程 ノ微 量0.5mgニ テ モ カタ顯

著 ナル振 幅 ノ増 大 ヲ發 現 スル ハ.恐 ラ タ正常 家 兎

ニ テ モ交 感 神經 刺 戟 ニ ヨル抑 制 作 用 ハ 存 スル モ,

之 ヨ リ筋 刺戟 ニ ヨル興 奮 作 用 ガ遙 ニ強 大 ナ ル爲.

交 感 神 經 刺戟 作 用 ハ筋 刺 戟 作 用 ノ爲 蔽 ハ レテ現 ハ

レザ ル モ,之 ガ爲 筋興 奮 作 用 ハ幾 分 減 弱 サル ル モ

ノナル ガ,内 臟 神 經 切 除 ニ ヨ リ該 抑 制 作 用 除 カ レ
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第10圖

兩側内臟神經切 除家 兎腸管運動

ル ガ爲,筋 刺 戟作 用 ニ ヨル興 奮 作 用 ガ ヨ リ顯 著 ニ

現 ハ レル モ ノ ニハ 非 ザ ル カ.コ ノ疑 問 ヲ闡 明 ナ ラ

シ ムベ ク余 ハ 更 ニ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

6. 上腸間膜動脈結 紮後 ノ之等物質 ノ腸管

運動 ニ對 スル作用

余ハ之等物質ノ末梢作 用 ヲ除外 トシテ中樞作 用

如何 ヲ追究 セ ン爲,福 原13)ノ上腸 間膜動脈結紮法

ヲ行 ヒ,之 等物質 ノ腸 間運動 ニ對 スル作用 ヲ檢 セ

リ.即 チ家兎 ヲ背位 ニ固定 シ,Schultze10)ノ 内臟

神經切除法 ニ於 ケル ト同樣 ノ操作 ノ下 ニ左側副腎

上部 ニ於 テ腹部大 動脈 ニ達 シ,上 腸 間膜動脈 ガ腹

部大動脈 ヨリ分岐 スル部 ニ於 テ神經 ヲ傷 ケザル樣

愼 重 ニ血管 ト神經 トヲ分離 シ上腸 間膜 動脈 ヲ絹糸

ニテ結紮 ス.斯 クスル 時 ハ 解剖學上明 白 ナ ル如

夕,十 二指腸 ノ一部 ヲ除 キタル小腸ハ全部一般血

行 系 ヨ リ隔離 サ レ,藥 物 ノ末 梢 侵 襲 ハ 全 ク 除外 サ

ル ル筈 ナ リ.余 ハ實 驗 ノ正 確 ヲ期 スル 爲,該 動脈

結 紮 後,4-5分 以 内 ニ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.上 腸 間

膜 動 脈 ヲ結 紮 セ ル 家 兎 ニ 於 テ 之 等 物 質0.5mgヲ

耳 殼 靜 脈 内 ニ注 射 スル ニ,大 多 數 例 ニ於 テ腸 管 運

動 ハ僅 ニ抑 制 サ レ,其 ハ振 幅 ハ輕 度 ニ減 少 ス.其 ノ

状 宛 カ モAdrenalinノ 腸 管抑 制 作 用 ニ 彷 彿 タル

モ ノ ア リ(第11圖).次 ニ先 ツ 家 兎 ノ上 腸 間膜 動

脈 ヲ結 紮 シ 耳 靜脈 内 ニ之 等藥 物0.5mgヲ 注 入 シ,

其 ノ小 腸 抑 制 作 用 ヲ確 カ メ タル後,其 ノ舊 ニ復 ス

ル ヲ待 チ テ兩 側 内臟 神 經 ヲ切 除 シ,再 ビ之 等 物 質

第11圖

上腸間膜動脈結紮家兎腸管運動

0.5mgヲ 注 入 スル ニ,小 腸 ハ 何等 ノ變 化 ヲ現 ハ サ

ズ.即 チ腸 管 ニ對 スル 血行 ヲ止 メテ之 等 物 質 ヲ靜

脈 内 ニ注射 ス レバ,著 シキ小 腸抑 制 作 用 ヲ呈 ス レ

ドモ,兩 側 内臟 神 經 切 除 後 ハ 小腸 運 動 ニ何 等 ノ變

化 ヲ及 ボ サ ズ.

由是 觀 之Philopon及 ビSandormanハ 中樞 性

ニ作 用 シ テ小 腸 運 動 抑制 作 用 ヲ有 シ,本 作 用 ハ交

感神 經 刺 戟 ニ基 因 スル モ ノナ ル ベ シ.

以上 生體 家 兎 腸 管 ニ於 ケ ル實 驗 成績 ヨ リ考 察 ス

ル ニ.之 等2物 質 ハ 腸 管 運 動 ニ對 シ.常 ニ興 奮 的

ニ作 用 シ,該 作 用 ハ 頸 部 ニ於 テ兩 側迷 走 神 經 ヲ切

斷 スル モ,亦Atropinヲ 以 テ 前 處 置 スル モ 依 然

トシ テ 出現 スル ヲ以 テ,該 作 用 ハ 中樞 性 ニ モ末 梢

性 ニ モ,副 交 感神 經 ノ刺 戟 ニ因 ル モ ノ ニ非 ザ ル事

炳 カ ナ リ.又Nicotinヲ 作 用セ シ メタル後 ニ於 テ

モ,之 等 物 質 ハ尚 ホ興 奮 作 用 ヲ呈 スル ヲ以 テ該 作

用發 現 ニ對 シ テハ植 物神 經 節細 胞 竝 ニ節 前 纎維 モ

關與 セ ザ ル モ ノ ノ如 シ.從 ツテ該 腸 管 興 奮 作 用 ハ

筋 自身 ノ興 奮 ニ歸 ス ベ キモ ノナ ラ ン.

次 ニ兩側 内臟 神 經 切 除 ニ ヨ リ之 等 物 質 ハ腸 管 興

奮 作 用 ハ 著 明 トナ リ,正 常 ヨ リ少 量 ニテ現 ハ ル ル

ニ至 ル,又 上腸 間膜 動 脈 結 紮 ニ ヨ リ藥 物 ノ末 梢 的

侵 襲 ヲ除外 シテ後 之 等 物 質 ヲ靜 脈 内 ニ注 射 スル 時

ハ 腸 管 興奮 作 用 ハ現 ハ レズ,却 ツ テ一 過 性 ノ抑 制
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作用 ヲ呈 シ.而 モ此抑制作用 ハ兩側内臟神經切除

後 ニハ缺如 スル事 實 ヨリ考察 スルニ,之 等物質ハ

潜伏的 ニ中樞性交感神經 刺戟作 用 ヲモ有 スル事 明

白ナ リ.然 ルニ正常家兎 ニテハ カカル抑制作 用 ヲ

觀 ズ,興 奮作 用 ノ ミ ヲ呈 スルハ,筋 刺 戟 作 用 強 大

ニ シ テ交 感 神經 性 腸 管抑 制 作 用 ハ之 ガ爲 蔽 ハ ル ル

ガ爲 ニ シ テ,上 腸 間 膜 動脈 結 紮 ニ ヨ リ末 梢 作 用 ヲ

除 外 スル トキ始 メテ 出現 スル モ ノ ト思 考 サ ル.而

シ テ之 等 物 賀 ニ於 テ ハ末 梢 性 ニ腸 管 運動 ヲ抑 制 ス

ルAdrenalin樣 作用 殆 ド認 メラ レザ ルハ,注 目 ス

ベ キ コ トニ シ テ,コ レK.K. Chen, C.K. Wu &

E. Henaiksen2), Hartung3)等 ガ既 ニ述 ベ シ如 ク,

Adrenalin系 物 質 ニ於 テBenzol核 及 ビ側鎖 ニ

OH基 ナ ク,炭 素 數Adrenalinヨ リ多 キ 物 質 ハ

漸 次 交感 神 經 作 用 ニ於 テ末 梢 作 用 減 弱 シ,中 樞 作

用 強 大 トナ ル ト稱 セ シ コ ト ト,良 ク符 合 スル所 ナ

リ.

總 括

1. Philopon及 ビSandormanノ2覺 醒Amin

ハ 摘 出家 兎 腸 管 ニ於 テ少 量 ニ テ ハ興 奮 的 ニ作 用 シ

振 幅 ノ増 大,緊 張 ノ 上昇 ヲ來 ス.該 興 奮 作 用 ハ

Atropinニ ヨ リ何 等 影 響 ヲ蒙 ヲズ.

2. 之 等 物 質 ハ 大量 ニテ ハ摘 出家 兎 腸 管 運 動 ニ

對 シ抑 制 的 ニ作 用 ス.該 抑制 作 用 ノ場 合 ニ於 テモ

Pilocarpinハ 依 然 著 明 ナル 興奮 作 用 ヲ 呈 ス レ ド

モ,Aconitinノ 腸 管 興 奮 作 用 ハ 明 カ ニ 減 弱 シ,

Bariumノ 興 奮 作 用 ハ甚 ダ シ ク減 弱 ス.

3. 生 體 家 兎 腸 管 ニ對 シ之等2物 質 ハ 少量 ヨ リ

大 量 ニ至 ル 迄 毎 常 興 奮 的 ニ作 用 シ,緊 張 ノ上 昇 及

ビ 自働 運動 ノ旺 盛 ヲ來 ス.本 興奮 作 用 ハ頸 部 迷 走

神經 切斷 或 ハAtropin又 ハNicotinニ 依 ル前 處

置 ニ ヨ リ影 響 ヲ蒙 ラズ.

4. 兩 側 内臟 神 經 切 除 後 ニ於 テハ 之等2物 質 ノ

生 體 腸 管 ニ於 ケル興 奮 作 用 ハ切 除 前 ヨ リ一層 著 明

ニ現 ハル.

5. 上腸間膜動脈結紮 ニ ヨリ藥物 ノ末梢侵襲 ヲ

除外 セル家兎 ニテハ,之 等2物 質ハ一過性 ノ腸管

運動抑制作用 ヲ呈 シ,該 抑制作 用ハ兩側内臟神經

切除 ニヨリ消滅 ス.

6. 以上 ノ實 驗 成 績 ニ據 レバ,摘 出腸 管 ニ於 ケ

ル 之 等 物質 ノ興 奮 作 用 ハ 筋 自已 ノ興 奮 ニ基 キ,大

量 ノ 抑 制 作 用 ハ 主 ト シ テ 筋 ノ 麻 痺 ニ,一 部 ハ

Auerbach神 經 節 ノ麻 痺 ニ モ因 ル モ ノナ ラ ン.又

生 體 内 腸 管 ニ於 テ現 ハ ルル 腸 管 興 奮作 用 モ副 交感

神 經 中樞 又 ハ末 端 ニ關係 ナ ク.又 植 物 神經 節 細胞

ノ興 奮 ニモ 基 カズ シテ筋 自身 ニ原 因 アル ガ如 ク,

此 他之2物 質 ハ 潜 伏 的 ニ 交 感神 經 性 中樞 ニ 作 用

シ,腸 管 運 動 抑 制 作 用 ヲ モ有 スル モ,常 ニハ上 述

ノ筋 作 用 ニ蔽 ハ レテ發現 セ ザ ル モ ノ ノ如 シ.

7. 以 上 ノ實 驗 ニ於 テ,兩 物 質 ノ作 用 強度 ヲ比

較 ス レバ,Philoponハ 摘 出腸 管 ニ 於 ケル 抑 制 作

用 竝 ニ 生 體 内 腸 管 ニ對 スル 興 奮 作 用 ニ於 テSan-

dormanヨ リ多 少勝 レル ヲ觀 ル.
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